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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年8月14日(2014.8.14)

【公開番号】特開2014-88387(P2014-88387A)
【公開日】平成26年5月15日(2014.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2014-025
【出願番号】特願2013-247358(P2013-247358)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 319/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 317/38     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/40     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  38/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 319/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 317/38    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  31/02    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  31/40    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  38/00    ３０１Ｂ
   Ｂ０１Ｊ  38/00    ３０１Ａ
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月26日(2014.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　使用済み触媒が、相対的に高い温度に長期間暴露された場合、分解生成物を形成する傾
向にあることが分かった。したがって、相対的に低い温度で蒸留を行うことが好ましい。
更に、蒸留は、好適には、減圧下で行う。減圧を使用することにより、触媒組成物におけ
る汚染物質は、蒸留残留物として精製されたホスホニウム触媒を残して蒸留される。蒸留
温度は、好ましくは、２５０℃を超えない。更に好ましくは、蒸留温度は５０から２００
℃、最も好ましくは、１００から１８０℃の範囲である。このような蒸留温度に対して適
当な圧力は０．１から０．０００１バール（１０から０．０１ｋＰａ）である。好ましく
は、圧力は０．０５から０．０００５バール（５，０００から５０Ｐａ）の範囲である。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｒ４ＰＨａｌ（Ｈａｌはハロゲン化物を意味し、ならびに各Ｒは同じか異なることが
でき、およびＣ１－８アルキル基である）のホスホニウムハロゲン化物であるホスホニウ



(2) JP 2014-88387 A5 2014.8.14

ム触媒の存在下におけるアルキレンオキシドと二酸化炭素との反応によるアルキレンカー
ボネートの製造方法であり、
　（ａ）アルキレンオキシド、二酸化炭素およびホスホニウム触媒が反応帯域へ連続的に
導入され、前記反応帯域からアルキレンカーボネートおよび使用済みホスホニウム触媒を
含む生成物流が取り出され、
　（ｂ）アルキレンカーボネートおよび使用済みホスホニウム触媒を含む流れが前記生成
物流から分離され、
　（ｃ）工程（ｂ）において分離された前記アルキレンカーボネートは生成物として回収
され、
　（ｄ）使用済みホスホニウム触媒を含む流れの少なくとも一部は精製されて、ホスフィ
ンオキシドを含むホスホニウム触媒の分解生成物が除去され、精製されたホスホニウム触
媒が得られ、ならびに
　（ｅ）精製されたホスホニウム触媒は、前記反応帯域へ再循環される、
製造方法。
【請求項２】
　Ｒ基がメチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブ
チル基およびｔ－ブチル基から選択される請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　触媒がテトラ（ｎ－ブチル）ホスホニウムブロミドである請求項１または２に記載の方
法。
【請求項４】
　精製されたホスホニウム触媒が、溶媒の存在下において反応帯域へ再循環される請求項
１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　使用済みホスホニウム触媒を含む前記流れの１から９０重量％が精製される請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　使用済みホスホニウム触媒を含む前記流れの２から５０重量％が精製される請求項５に
記載の方法。
【請求項７】
　使用済みホスホニウム触媒を含む前記流れの５から２５重量％が精製される請求項６に
記載の方法。
【請求項８】
　使用済みホスホニウム触媒を含む流れの別の部分が反応帯域へ再循環される請求項１か
ら７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　精製されたホスホニウム触媒が、アルコールの存在下において反応帯域へ再循環され、
使用済みホスホニウム触媒、精製されたホスホニウム触媒、アルコールおよびアルキレン
カーボネートの混合物が反応帯域へ再循環される請求項１から８のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１０】
　アルカンジオールおよびジアルキルカーボネートの調製方法であって、
　アルカノールと、アルキレンカーボネートをエステル交換反応触媒上で反応させる工程
であって、ここで、前記アルキレンカーボネートは請求項１から９のいずれか一項に記載
の方法によって調製される、工程
　得られた反応混合物からアルカンジオールおよびジアルキルカーボネートを回収する工
程を含む、調製方法。
【請求項１１】
　請求項１から９のいずれか一項に記載の方法において、精製されたホスホニウム触媒が
溶媒の存在下で反応帯域へ再循環され、アルカンジオールが前記溶媒として使用される、
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請求項１０に記載の方法。
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